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本日のポイント
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1. 行政実務におけるEBPM実装には様々な課題があるが、ナッジを入り口としたEBPM

の導入は有効なアプローチ。

2. 本格的にデータ・エビデンス重視の公共政策を展開するには、行政やアカデミア、民

間含めたエコシステムが必要。NPO法人PolicyGarageはそうしたエコシステム構築

を目指すもの。
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「ナッジ」とは
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● 人の意思決定や行動に関する科学的知見に基づき、望

ましい行動を促す手法の一つ

● 日本を含む世界中の政府・機関が採用し、公益増進に

大きく貢献

※その功績のため提唱者はノーベル経済学賞を受賞

母象が小象をそっと押すように、優しく行動

変容を促す
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ナッジとそうでないもの
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● ナッジは、望ましい行動や意思決定をそっと後押しする

● 強制力や金銭的インセンティブに頼らない

健康促進のために、売店における野菜メニューやフルーツの消費を増やしたい場合

ナッジ

・配置を変える
（目や手が届きやすい）

・トレンドを示す
（最近売れています！）

・提供方法を変える
（カットされて便利）

ナッジでない

・経済インセンティブ
（野菜の価格を下げる）

・不健康な選択肢を排除
（スナックは置かない）

・健康な食事の単なる啓発
（野菜をポスターでPR）
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ナッジと伝統的な行政手法では、前提とする人間像が異なる！
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● 伝統的行政手法（強制、金銭的インセンティブ、啓発）は合理的な人間を前提

● ガンジーのような意志力で一度決めたらやり抜き、アインシュタインのような知性で自分にとって最善な選択を
計算し、スーパーマンのような無尽蔵の体力で 24時間236日最高のパフォーマンスを発揮
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行動科学が前提とするのは現実的な人間像
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完全に合理的な人間と異なり、

● 意図したことと実際の行動に乖離がある

● 時に本人にも望ましくない判断を下す

● 心身の疲労などに左右される　など
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リアルな人間像：意思決定や行動にはクセがある
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● 例えば、損失回避

● もらうとき（＝利得）の喜びが 100だとすると、失うとき（＝損失）の痛みは 200～250
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リアルな人間像：周囲や環境に左右される
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● 提供される環境、周囲の方々の行動によって、意思決定や行動は影響される

９割の方々が～しています

例えばビュッフェ

配置の順番や位置、皿のサイズ、お盆の有無等

環境が食事の選択や量に影響

納税、環境配慮、健康維持など様々な行動が周
囲の行動に影響される
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37.4％ 35.8％ 20.9％ 20％ 46.1％

リアルな人間像：面倒なことは嫌い

● 面倒なことの一つ一つが行動を妨げている

● 例えばeコマースでは480兆円（2016年）分がカート内で未購入のまま（実際の売上の２倍以上）

送料確認時 請求住所入力時 支払い情報入力送付先住所入力時購入時ログイン

eコマースのカート内未購入品の原因トップ５（重複あり）　各ステップでの未購入の積み上げが480兆円

購入

（出所）Roger Dooley “Friction”
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ナッジの社会的意義
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温暖化対策にもナッジは貢献
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● ある研究では、科学的に有効と認められた温
暖化対策を13の類型に整理

１．タイムリーなフィードバックとリマインド

２．転換期にアプローチ（引っ越しや転退職等）

３．メリットは直観的に分かりやすく

４．最も効果的な時間軸を活用

５．慣れ親しんだコミュニケーション(口頭、図表等)

６．大事な情報へのアクセスを容易に

７．大切にしているものへの影響を説明

注意を引く

自分事とし、行動に移す

リスクや費用、利益
を易しく伝え、正しく理解

分かりやすく情報提供

（出典）Erez Yoeli et al “Behavioral science tools to strengthen energy & environmental policy” (2017)

８．先行投資額はライフサイクルコストで伝える

９．選択肢は最も重要なものに絞る

10．望ましい行動が目につくようにする

11.　社会規範を伝える

12．コミットメントしてもらう

13．適切なデフォルトを設定する

対応の方向性

有効なナッジの13類型

摩擦と燃料

注意が向かない

自分事でない

リスクや費用、利益
を正しく理解できない

分かりにくい情報提供

https://acee.princeton.edu/wp-content/uploads/2018/06/Behavioral-science-tools-to-strengthen-energy-and-environmental-policy.pdf
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温暖化対策に有効なナッジの例
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１．タイムリーなフィードバックとリマインド

3-15%
家庭や職場における電力使用量の削減効果

13．適切なデフォルトを設定する

10倍
グリーン電力が契約の初期設定となった効果（独）

（出典）Erez Yoeli et al “Behavioral science tools to strengthen energy & environmental policy” (2017)

https://acee.princeton.edu/wp-content/uploads/2018/06/Behavioral-science-tools-to-strengthen-energy-and-environmental-policy.pdf
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（出典）Erez Yoeli et al “Behavioral science tools to strengthen energy & environmental policy” (2017)

感情に訴える 環境を変える認識に訴える

• 商品のサイズ変更
• 皿のサイズ変更
• 通常メニュー化
• セットメニュー化

ナッジの例

• スーパーや食堂で野菜や
果物を勧める

• 健康な食事を魅力的に
PR（名称や掲示方法）

• 分かりやすいラベル
• 目につきやすい位置

肥満対策にもナッジは有効（カロリー摂取量減少）

角砂糖１つ

10kcal

https://acee.princeton.edu/wp-content/uploads/2018/06/Behavioral-science-tools-to-strengthen-energy-and-environmental-policy.pdf
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費用対効果も高い
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● 金銭インセンティブ、教育、啓発と比較し、いくつかのナッジは大きな費用対効果

● その要因は、ナッジ導入コストが小さいことにある

エネルギー効率上昇（kWh/$)省エネ

社会規範ナッジ

健康に関連付けたナッジ

請求額の情報提供ナッジ

電力料金割引

教育やインセンティブ

（出典）Shlomo Benartzi et al “Should Governments Invest more in Nudging?” (2017)

https://journals.sagepub.com/doi/pdf/10.1177/0956797617702501
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費用対効果も高い
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インフルエンザワクチンの接種（100ドルあたりの接種人数増）省エネ

計画作成・促進

予約を入れてあげる

金銭インセンティブ

教育キャンペーン

職場での無料接種

（出典）Shlomo Benartzi et al “Should Governments Invest more in Nudging?” (2017)

https://journals.sagepub.com/doi/pdf/10.1177/0956797617702501
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世界初のナッジユニットBehavioural Insights Team
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２２倍

● 当初は２年の時限で設立されたが、費用対効果が高いことを実証し、恒久的組織化。

● ユニットの経費に比べ、そのリターン（増収・経費削減による財政効果）は、

（出典）Behavioural Insights Team, Annual update 2011-2012
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日本でもナッジを推進する組織は急拡大
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環境省
日本版ナッジ・ユニット　 BEST METIナッジユニット

2019年10月

2019年11月

2019年2月

2019年5月

横浜市 有志
YBiT

環境省
府省庁版ナッジユニット

プラチナ

2017年4月2015年

2020年７月

2020年３月
2019年12月

設立支援

設立支援

● Policy Garageは、政策イノベーションの社会実装を推進するネットワーク型NPO

● 省庁、地方自治体、研究機関、民間、非営利の垣根を超えた仲間が集い、本年１月公式スタート！
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ナッジ実践の全体像
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本日は３ステップで紹介

１ ナッジで変えたい行動を特定
行動の特定

２ 行動変容を妨げる要因、促す要因を分析
原因の分析

３ EASTに基づいてナッジを設計
ナッジの設計
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１ ナッジで変えたい行動を特定
行動の特定
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行動の特定

通知が届く

通知を受け取る

通知を認識する

通知を開封する

通知を理解する

納付を意図する

お金を工面する

コンビニに行く

納付する

• 変えたい行動のプロセスを細かくマッピングする

＜税金滞納の督促の例＞

ポイント

・関連データや先行研究をできる限り活用

・ぎこちないぐらいに細かく行動ステップを洗い出す
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なぜ行動に焦点を当てるのか？
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● 人々が表明する考えや意図、態度と、「実際の行動」には乖離 がある！

例：国のアンケート調査で「ある基準以上運動した」と回答：男性 39％、女性29％

　　だが、実際に測定すると男性は６％、女性は４％しか基準以上の運動をしていなかった

● 食事、貯蓄、学業、仕事、投票、服薬など、日々の行動から命に関わるものまで同様の傾向
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２ 行動変容を妨げる要因、促す要因を分析
原因の分析
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行動しない原因（ロケットのアナロジー）
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● ロケットが目的地に到達するためには、摩擦は小さく、燃料は充分である必要

● 人間が目的を達成するためには、障害は小さく、モチベーションが充分である必要

摩擦（障害）が大きいほど目標達成は難しい

燃料（モチベーション）が多いほど目標達成に近づく

目指すべき目的地
（行動変容後）



Copyright 2021 PolicyGarage 25

摩擦と燃料の特定

通知が届く

通知を受け取る

通知を認識する

通知を開封する

通知を理解する

納付を意図する

お金を工面する

納付する

• 行動変容を妨げる摩擦と促進する燃料（モチベーション）をステップごとに挙げる

通知が煩雑でわかりに
くい（摩擦）

行政からの大事な文書
だと気づかない（摩擦、
モチベ）

他の郵送物や投げ込み
チラシに紛れて通知の
存在に気づかない（摩
擦、モチベ）

通知が煩雑でわかりに
くい（摩擦）

失念する（摩擦）納付の重要性や罰則を
認識していない（モチ
ベ）
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３ EASTに基づいてナッジを設計
ナッジの設計
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ナッジで行動を変えたいならEASTを目指せ

27YBiTによる日本語概要版：
file:///C:/Users/tsuda/Downloads/EAST_YBiT_20190308%20(1).pdf
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EASTを使ったナッジの設計

通知が届く

通知を受け取る

通知を認識する

通知を開封する

通知を理解する

納付を意図する

お金を工面する

納付する

• 望ましい行動を妨げる原因に対応したナッジを設計

通知が煩雑でわかりに
くい（摩擦）

行政からの大事な文書
であることを強調
（Attractive、Easy）

目立つ色やフォント、メッ
セージの通知
（Attractive、Easy）

シンプル、平易、動作指
示が明確な通知
（Easy）

リマインダー
（Timely）

罰則や周囲の方々の
納付状況を強調
（Attractive、Social）
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摩擦への対応
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解決策：面倒な要因を徹底的に無くす！

カート内在庫は絶対に発生しない！

（出所）Roger Dooley “Friction”
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ビジネスの最前線：摩擦を徹底的に無くす！

摩擦を制するものがビ

ジネスを制する！
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行政は何を学ぶべきか？

面倒なこと（＝摩擦）の一つ一つが行動を妨げているのならば、

摩擦をできる限り減らそう
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ナッジの提唱者はオバマ政権でシンプルな政府を追及！
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例えば学校給食。自動加入で累計１億人以上の子に無料で提供可能に

34
（出所）キャス・サンスティン『シンプルな政府』
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摩擦の最大の被害者とは？
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● 貧困は、人の心や頭を占拠し、本来持っている能力の発揮

を妨げる。その結果、学業、仕事 、子育て、健康、人間関係

など、人間生活のあらあゆる面に悪い影響を及ぼす。

● 行政の大事な使命は、社会的弱者へのセーフティネットの

提供である。だが、それらの利用率は、一般的に低い傾向

にあり、その背景には、貧困に心も頭も占拠された社会的

弱者がいる。

● 社会的弱者こそ「摩擦」の最大の被害者であることを意識し

て施策を設計することが大切である。

左の本は、貧困が心や頭に及ぼす影響について紹介した画期的な本

です。ナッジのヒントも豊富に紹介されているので是非手にとって見てく

ださい。
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人には足し算をする（＝摩擦を生む）バイアスがある！

36https://www.youtube.com/watch?v=1y32OpI2_LM&t=240s
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心や頭に負荷が掛かるほど、引き算が難しい

37https://www.youtube.com/watch?v=1y32OpI2_LM&t=240s
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摩擦対応の極意

引き算ナッジ
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ナッジの実践例

特定保健指導利用促進 ー横浜市行動デザインチーム（YBiT）事例ー



Copyright 2021 PolicyGarage

特定保健指導とは
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● 特定健診で糖尿病等の生活習慣病のリスクが認められた方に、予防・改善を行うもの

● 横浜市では、約３か月間無料で、保健師や管理栄養士などの専門職から、生活習慣の改善のた

めの指導が行われる。
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横浜市の特定保健指導の実施率（2017年度）

41

25.6％
全国平均（国保）

7.2％
横浜市
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特定保健指導を受ける人を増やすには？
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保健指導

利用率

低迷

未利用の理由（上位）

→仕事等で忙しい（27％）

→興味・関心がない（23％）

保健指導機関の不足

健診から案内発送まで2-3ヶ月

→生活改善意欲の減少

施策①　休日実施機関増

施策④　実施機関を増やす

施策⑤利用券送付前実施

施策②　オンライン指導増加

施策③　興味・関心を引き、行動

変容を促す

課題 対策案

関係機関
調整

行動変容

システム
調整

関係機関
調整
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利用しない原因
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約８割の人が案内を開封していない
※電話聞き取りの結果
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Before

44
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EAST®を使って検討してみよう！

EASY（簡潔に）

● デフォルト

● 摩擦を減らす

● アクセスしやすく、利用しやすく

Social（社会的に）

● 他人の環境配慮行動を強調

● アイデンティティを刺激、適切なメッセンジャー

● 社会的つながり、仲間からの圧力

Attractive（魅力的に）

● 注意を引く

● メッセージは「前向き」「共通の利益」

● インセンティブを賢く使う

Timely（タイムリーに）

● 事前のコミットメント、現在の利益を強調

● 変化を受け入れるタイミングを狙う

● 計画作成と遂行をサポート

ステップ１

摩擦を徹底的に減らす

→Easy

ステップ２

燃料を十分に用意

→Attractive、Social

ステップ３

ベストなタイミングを狙う

→TImely



Copyright 2021 PolicyGarage

After
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ポイント1：損失回避性に訴

える。参照点を「受けていな

い」から「受ける」へ

ポイント２：社会的規範の提

示。多くの人が実施している

ことを認識させる
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結果
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＋56ポイント
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検証結果を受け、次のステップへ

48
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ナッジの実践例②

横浜市戸塚区の固定資産税口座振替勧奨
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● 横浜市戸塚区において、固
定資産税は市税収の約４割
を占める最大の税目。

● しかしがら、コンビニ納付や
金融機関窓口等による納付
が半分以上を占めていて、
納付漏れなどが発生。

● 期限内納付できないと、区役
所にとっては督促等が必要
となり、納税者にとっても延
滞金支払いのリスクが発生。

背景

50

（出所）データで見る戸塚区　
　　　～区勢統計要覧2021～

戸塚区の市税収入
（令和元年度：百万円）

固定資産税の納付手段別
利用状況
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従来の口座振替勧奨チラシ

51
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行動の特定

案内が届く

案内を受け取る

案内を認識する

案内を開封する

案内を理解する

口座振替を意図する

申請書に記載する

返信用封筒で送る

申し込み

• 変えたい行動のプロセスを細かくマッピングする

ポイント

・関連データや先行研究をできる限り活用

・ぎこちないぐらいに細かく行動ステップを洗い出す
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摩擦と燃料の特定

• 行動変容を妨げる摩擦と促進する燃料（モチベーション）をステップごとに挙げる

通知が煩雑でわかりに
くい（摩擦）

「うっかり忘れて延滞金ついた
らもったいない。」「一度申し込
めば確実で安心」（モチベ）

案内が届く

案内を受け取る

案内を認識する

案内を開封する

案内を理解する

口座振替を意図する

申請書に記載する

返信用封筒で送る

申し込み

案内に気づかない（摩
擦）

案内文がややこしくて
読む気にならない（摩
擦、モチベ）

記載手続きが面倒（摩
擦）
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戸塚区が改善したチラシ

54

損失を強調

支払い漏れが

少ない

申込手続きが

簡単である

ことを強調

〆切効果
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BITの助言を得てさらに修正したチラシ
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損失をさらに

強調

文章は最小限に

申込手続きを

図解

都市計画税や

市民税について

は削除

取扱金融機関

や、固定資産

税以外に口座

振替できる市

税も、別添の記

載があるため

削除
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結果
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PolicyGarageの活動紹介
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PolicyGarageの活動 
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ワークショップ→コンサルティング→伴走型支援

共に学ぶ 共に創る 共に実践
する

共に成長
する

キャパシティ・ビルディング
（ゼミ/研究会/研修・講演）

ナレッジシェア活動
（ゼミ/研究会/ウェブサイト

・NOTE・SNS/書籍/論文・学会発表）

ネットワーキング
（ゼミ/研究会/学会/イベント/SNS）

キャパシティ・ビルディング
（ゼミ/研究会/研修・講演）

直轄事業/協働事業

ナレッジシェア活動
（ゼミ/研究会/ウェブサイト・NOTE・SNS/

書籍/論文・学会発表）

ネットワーキング
（ゼミ/研究会/学会/イベント/SNS）
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案件のポートフォリオ
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• 2021年1月の設立以降、46件の相談。

• 大半は研修・講義・講演だが、フィールド実証を伴う伴走型支援や協働事業も増加傾向
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主な案件（終了・進行中）
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❏ WHO西太平洋地区職員へのナッジ研修＆個別案件支援

❏ 東京大学公共政策大学院キャンパスアジアでのバーチャルフィールドワーク

❏ 地方自治体への伴走型支援（北海道庁、群馬県、出水市、堺市等）

❏ 省庁への伴走型支援（気象庁有志、内閣防災）
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PolicyGarage Membership
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1st STEP
興味関心・共感

2nd STEP
参加意思・文化

マッチング

3rd STEP
コミットメント

コミュニティ
メンバー

プロジェクト
メンバー

コア
メンバー

地方
自治体
（現場課題）

中央省庁
（政策立案）

大学/民間
専門家
（専門性）

コアメンバー
がプロマネ

メール
PGメンバー会

理事会

NET
WORKING PROJECTS

MANAGE
MENT

約３０名 約１５名

約８００名
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研修や伴走型支援の例
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● 北海道余市町におけるSDGs型の観光促進について、行動経済学とデザイン思考で挑戦

● 余市町の全面的協力を得て、２回の講義とTAセッションを重ね、６月に学生発表

東大キャンパスアジアでのバーチャルフィールド・トリップ講義

参加学生Charlesさんの声

http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/campus
asia/student-reports/charles-kwun-y
u-li/
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● 今年度中にナッジの研修をシリーズで実施

● バヌアツの小学校における口腔健康促進などへの伴走型支援も実施

WHO西太平洋地区職員へのナッジ研修、個別事業支援
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PolicyGarage Website、Note、iJAMPコラム
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ウェブサイト

　　https://policygarage.or.jp

「ポリガレ飛ぶ教室」では行動科学等の最新の知見をわかりやすくご紹介！

https://note.com/policygarage/m/m8716490c50f2

iJAMPポータル（時事通信社）にナッジコラムの連載をはじめました！

　　https://portal.jamp.jiji.com/portal/news/detail/20210928N0027

https://policygarage.or.jp
https://note.com/policygarage/m/m8716490c50f2
https://portal.jamp.jiji.com/portal/news/detail/20210928N0027
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ポリガレで一緒に活動しませんか？
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・１月の設立から既に４０件を超える案件が動いており、仲間を絶賛募集中！

・大半は研修や講演ですが、地方自治体、省庁、大学、民間団体、国際機関との連携など、ワクワ

クする案件が盛り沢山。

・既に約30名の省庁・自治体職員、民間、大学等のメンバーがプロジェクトに参画。

・まずは、毎月第２水曜日１９時からの月例研究会に参加してみてください。

info@policygarage.or.jp

までご連絡いただければ研究会のご案内をお送りします！



Thank You
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